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 総合型選抜や大学入学共通テストの出願の時期となりました。３年生は「いよいよかぁ」と実感が湧い

てくるころでしょうか。１・２年生にとっては、まだまだ先のこと、という意識かもしれませんが、教科

選択や進路選択に関わる重要な試験です。今のうちから正しい情報と知識をインプットし、行動しましょ

う。 

 

【大学入学共通テスト（以下、共通テスト）】 

 一般選抜において、私立大学も含めた多くの大学で共通テストが用いられています。国公立大学の場合、

１月中旬に行われる共通テスト（マーク式）を受験し、その自己採点結果をもとにした合格可能性判定を参

考に、出願する大学を検討します。大学の個別試験（記述式）には、２月２５日から行われる前期日程、３

月８日から行われる中期日程（一部の公立大学のみ）、３月１２日から行われる後期日程の３つの日程があ

り、いずれも２月初旬までに出願する必要があります。 

 共通テストでは、国語・地歴公民・数学・理科・英語・情報の６教科の科目から最大９科目を選択して

受験します。地歴公民と理科では、選択の方法によっては受験できなくなる大学・学部・学科・日程があ

るため、入試で必要となる科目について、よく調べておく必要があります。また、過去には「地歴公民を

受けておけばＡ判定が出ている○○大学に出願できたのに…。」と涙をのんだ先輩もいました。自分が第

１志望校として考えている大学があったとしても、共通テストの自己採点結果次第では、志望校変更の可

能性も大いにあります。第２志望校や第３志望校を含め、入試科目について調査するとともに、可能な限

り多くの教科・科目を受験しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【キャリア官僚試験合格者“爆増”の大学】 

 国家公務員総合職試験（＝キャリア官僚になるための試験）の合格者は、東京大学卒業者が圧倒的に多い

という実情がありました。政策の企画立案、法案の作成、予算編成など、行政の中核を担う中央省庁での仕

事は、激務でありながらも、試験で課されるペーパーテストは東京大学卒業者が得意とする内容であるため、

就職活動の際の併願先として人気でした。しかし、近年は、「働き方改革」「ワークライフバランス」を重視

する風潮や、企業の採用状況がよくなったこと、民間企業でのキャリアアップを目指す学生の増加などによ

り、国家公務員総合職試験を受験する東京大学の学生が減少しているようです。 

 一方で、国家公務員試験や公認会計士試験など難関資格の合格者数を売りにするところも増えています。

２０２４年度春の国家公務員総合職試験合格者数を見ると、１位は東京大学（１８９人）、２位は京都大学

（１２０人）、３位は立命館大学（８４人）でした。千葉大学、広島大学、日本大学、専修大学においても

合格者数の増加が見られ、様々な大学で合格者輩出のための取組が行われているようです。 

 以上の話は、多数ある大学のトピックのうちの１つに過ぎませんが、このような社会や世界の情勢から、

大学の魅力が見えてくる可能性もあります。自身が関心を寄せる分野について、いろいろなことを調べてみ

るのも、大学・学問分野について研究することと言えます。積極的に調べて、自身の志望進路の検討に役立

ててください（下表は、大学別の国家公務員総合職合格者数一覧）。 

 

 

【今後の進路指導関連の日程】 

１０月 ２日（木） １年生 ＬＨＲ「進路志望調査＋教科登録」 

１０月 ５日（日） ３年生 第３回全統記述模試（公開会場、希望者） 

１０月１１日（土） ３年生 第２回ベネッセ・駿台記述模試（普通全員＋体育希望） 

１０月１４日（火） １年生 キャリア講演会 

          ２年生 ＬＨＲ「進路志望調査＋教科登録」 

１０月１６日（木） ３年生 ＬＨＲ「進路志望（受験校）調査」 

１０月１８日（土） ３年生 第３回全統共通テスト模試①（Ｆ組＋希望者） 

１０月１９日（日） ３年生 第３回全統共通テスト模試②（Ｆ組＋希望者） 

１０月２３日（木） １・２年生 ＬＨＲ「１１月模試事前指導」 


